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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公表番号】特表2011-503530(P2011-503530A)
【公表日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-004
【出願番号】特願2010-531197(P2010-531197)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  21/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/17    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ  21/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  21/36    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  27/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月18日(2011.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関心のある対象物を結像させるための光投影トモグラフィ・システムであって、
　（ａ）光源（１３０）と、
　（ｂ）対象物を含むチューブ（１０７）であって、チューブ（１０７）の一部分が前記
光源（１３０）で照らされる領域の中に配置され、前記関心のある対象物（１１４）が、
前記対象物を含むチューブ（１０７）の内部に配置された少なくとも１つの関心のあるフ
ィーチャを有する、チューブ（１０７）と、
　（ｃ）前記関心のある対象物（１１４）から生じる放射を受けるように配置される、少
なくとも１つのディテクタ（１０４）と、
　（ｄ）前記対象物の領域と前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）との間の光路の
中に配置される少なくとも１つのレンズ（１０３）であって、前記対象物を含むチューブ
（１０７）の中の複数の対象物面（Ｚｎ）からの光線（１０５）が、前記少なくとも１つ
のディテクタ（１０４）上に同時に合焦するように、少なくとも１つの光場拡大要素（１
）を含む、レンズ（１０３）とを備える、システム。
【請求項２】
　前記対象物（１１４）が、前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）に対して動き、
前記少なくとも１つのレンズ（１０３）が、各ビューにおいて前記少なくとも１つの関心
のあるフィーチャの少なくとも１つの画像を作成するために、前記対象物の領域の複数の
ビューを提供するように動作する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記関心のある対象物が生体細胞（１１４）を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）のうちの少なくとも１つの上の焦点に至る
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、前記複数の対象物面（Ｚ１）のそれぞれが、異なる光波長（λｎ）の光（１３０）を前
記少なくとも１つのディテクタ（１０４）上に重ね合わせる、請求項１に記載のシステム
。
【請求項５】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）により広げられる間隔が、前記関心のある対象物（１１４
）の厚さ全体にわたる間隔である、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記関心のある対象物（１１４）が、前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）上に
重ね合わせる少なくとも１つの波長の吸収係数を与えるために染色される、請求項１に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）により広げられる間隔が、前記対象物を含むチューブ（１
０７）の直径の太さ全体にわたる間隔である、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのレンズ（１０３）と前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）
との間に配置される色フィルタ配列（２０１）をさらに備える、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　前記関心のある対象物（１１４）が前記複数の対象物面（Ｚｎ）により広げられる間隔
内に留まるように、前記対象物領域の複数のビューのそれぞれの間の光路に沿って前記少
なくとも１つのレンズ（１０３）を動かすために、前記少なくとも１つのレンズ（１０３
）と結合される圧電変換器（１１３）をさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　少なくとも１つのレンズ（１７０３）と少なくとも１つのディテクタ（１７０７）との
間に配置される波面コード化光学要素（１７０５）をさらに備える、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）が、電荷結合素子（１１２）と、相補形金
属酸化膜半導体素子と、ソリッド・ステート画像センサと、ソリッド・ステート画像セン
サ・ディテクタ配列とから成る群から選択されたディテクタを備える、請求項１に記載の
システム。
【請求項１２】
　前記関心のある対象物（１１４）が、ヘマトキシリンで染色される、請求項６に記載の
システム。
【請求項１３】
　複数の対象物面（Ｚｎ）からの前記光（１３０）が、５０ミクロンまでの焦点間隔にま
たがって５５０ｎｍ～６２０ｎｍの範囲の波長を有する光を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項１４】
　前記対象物を含むチューブ（１０７）が、少なくとも５０ミクロンの直径を有する、請
求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記関心のある対象物（１１４）が前記焦点間隔内に留まるように、前記対象物領域の
前記複数のビューのそれぞれの間の光路に沿って前記少なくとも１つのレンズ（１０３）
を動かすために、前記少なくとも１つのレンズ（１０３）に取り付けられる圧電変換器（
１１３）をさらに備える、請求項２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのレンズ（１０３）と前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）
との間に配置される色フィルタ配列（２０１）をさらに備える、請求項１に記載のシステ
ム。
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【請求項１７】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）により広げられる間隔が、少なくとも１２ミクロンの焦点
間隔を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　複数の対象物面（Ｚｎ）からの前記光が５５０ｎｍ～６２０ｎｍの範囲の波長を含む、
請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）に到達する光の帯域限界に位置する５５０
ｎｍ～６２０ｎｍの範囲内で光を通すための帯域通過フィルタ（２０１）をさらに備える
、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記光源が、前記対象物を含むチューブ（１０７）に到達する光（１３０）にフィルタ
をかけるために配置される色フィルタ（１１０）を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのレンズがハイパークロマティック・レンズ（１０３）を備える、
請求項１に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの光場拡大要素（１）が、前記少なくとも１つのレンズ（１０３）
と前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）との間に配置された偏光フィルタ配列を備
える、請求項１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの光場拡大要素（１）が、前記ハイパークロマティック・レンズ（
１０３）と前記少なくとも２つのディテクタ（１０４）のそれぞれとの間に配置された波
面コード化要素（１７０５）を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）上の焦点に至る前記複数の対象物面（Ｚｎ
）のそれぞれが、異なる偏光を有する光によって形成される、請求項１に記載のシステム
。
【請求項２５】
　関心のある対象物（１１４）を結像させるための光投影トモグラフィの方法であって、
　（ａ）関心のある対象物（１１４）を照らすことと、
　（ｂ）前記関心のある対象物（１１４）における複数の対象物面（Ｚｎ）からの光線を
、複数の異なるビューに対して少なくとも１つのディテクタ（１０４）の上に同時に合焦
させることとを含む、方法。
【請求項２６】
　５５０ｎｍ～６２０ｎｍの範囲内の波長を有する光線だけを通すために、前記光線（１
３０）をフィルタにかけることをさらに含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記フィルタをかけることが、少なくとも１つのディテクタ（１０４）に到達する光を
制限するように配置された帯域通過フィルタ（２０１）を通して前記光を通すことをさら
に含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記関心のある対象物（１１４）を結像のために対象物を含むチューブ（１０７）から
送達することをさらに含み、前記対象物を含むチューブ（１０７）が、毛細管チューブと
、ミクロキャピラリ・チューブと、ミクロキャピラリ・チューブの束と、ミクロキャピラ
リ・チューブのカセットとから成る群から選択されるチューブ（１０７）を含む、請求項
２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記対象物を含むチューブ（１０７）が、少なくとも５０ミクロンの直径を有する、請
求項２８に記載の方法。
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【請求項３０】
　同時に合焦させることが、ハイパークロマティック・レンズ・システム（１０３）の少
なくとも１つのレンズを少なくとも１つのディテクタ（１０４）に対して動かすことを含
む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　第１の複数の光線経路をビーム・スプリッタ（５０１）を介して分割することをさらに
含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３２】
　前記同時に合焦させることが、ハイパークロマティック・レンズ（１０３）を合焦させ
ることを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３３】
　前記同時に合焦させることが、前記光を少なくとも１つの色フィルタ配列（２０１）を
通して伝送することにより前記光にフィルタをかけることをさらに含む、請求項３０に記
載の方法。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのディテクタ（１０４）が、電荷結合素子（１１２）と、相補形金
属酸化膜半導体素子と、ソリッド・ステート画像センサと、ソリッド・ステート画像セン
サ・ディテクタ配列とから成る群から選択されたディテクタ（１０４）を備える、請求項
２５に記載の方法。
【請求項３５】
　前記ディテクタ（１０４）上の焦点に至る光が、２つ以上の波長帯域（λｎ）に分離さ
れ、各波長帯域が、前記色フィルタ配列（２０１）を通して前記少なくとも１つのディテ
クタ（１０４）上のピクセルの別々のセットまで伝送されるように、前記少なくとも１つ
の色フィルタ配列（２０１）を、前記ハイパークロマティック・レンズ（１０３）と前記
少なくとも１つのディテクタ（１０４）との間に配置することをさらに含む、請求項３３
に記載の方法。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つの色フィルタ配列（２０１）が、少なくとも１つの偏光フィルタ配
列で置き換えられる、請求項３３に記載の方法。
【請求項３７】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）を同時に合焦させることが、前記関心のある対象物（１１
４）の厚さにまたがる焦点間隔を通して合焦させることを拡大することを含む、請求項２
５に記載の方法。
【請求項３８】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）を前記同時に合焦させることが、少なくとも１２ミクロン
の焦点間隔を通して合焦させることを拡大することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３９】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）を前記同時に合焦させることが、５０ミクロンまでの焦点
間隔を通して合焦させることを拡大することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４０】
　前記光線（１３０）を波面コード化光学要素（１７０５）上に衝突させることをさらに
含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４１】
　少なくとも１つの波長（λｎ）の吸収係数を与えるために、前記関心のある対象物（１
１４）を染色することをさらに含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４２】
　前記関心のある対象物（１１４）を前記染色することが、ヘマトキシリンで実施される
、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記複数の対象物面（Ｚｎ）を同時に合焦させることが、自動焦点システムで同時に合
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焦させることを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４４】
　自動焦点システムで前記同時に合焦させることが、色バランスを使用して合焦させるこ
とを含む、請求項４０に記載の方法。
【請求項４５】
　光線を同時に合焦させることが、前記光線（１３０）を偏光フィルタ配列を通して伝送
することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４６】
　光線を同時に合焦させることが、前記光線（１３０）を波面コード化要素（１７０５）
を通して伝送することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４７】
　光線を同時に合焦させることが、前記複数の対象物面（Ｚｎ）のそれぞれを、前記少な
くとも１つのディテクタ（１０４）上に、異なる偏光を有する光によって合焦させること
を含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４８】
　光線を同時に合焦させることが、最良焦点を決定するために２．５Ｄ焦点評価（８０５
）を実施することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項４９】
　前記関心のある対象物が生体細胞（１１４）を含む、請求項２５に記載の方法。
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